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トラブルを未然に防ぐヒント、
トラブル拡大を食い止めるコツが満載 !

向精神薬服用により
咬合に変化が生じた

患者が肺結核に罹患していた

矯正治療後、多数歯に脱灰を
認めた

急速な歯の移動にともない
歯髄の失活が生じた

矯正治療により上顎前歯に
歯根吸収を認めた

矯正治療中に顎関節症が生じた

下顎智歯の抜歯をしておらず、
手術が延期された

歯科矯正用アンカースクリュー
埋入により歯根破折した

海外からの転院で、治療費の
減額を要求された

他人事ではない！
本書の 54ケース
たとえば……

　注意すべき典型例から想定外のものまで、54の矯正トラブル事例を
収載。1ケースにつき 2ページ程度で、「トラブル予防法」「トラブル後
の望ましい対応」を、裏付けとともに多数の写真でわかりやすく解説。
また、医療者を守るための記録の付け方や、裁判例に学ぶトラブル予
防のヒントなど、弁護士からの実用的なアドバイスもあり。マウスピー
ス型矯正から本格矯正、外科的矯正治療まで、あらゆる矯正歯科臨床
必携の 1冊。
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chapter4 歯および歯周組織の問題症例に学ぶ

ブラケット、拡大装置を撤去し、歯髄処置を行った。

初診時。上顎歯列の狭窄、犬歯の低位唇側傾斜を認める。

マルチブラケットによる前歯部レベリング。クワドヘリックスによる上顎歯列拡大。2の変色を認める。

11a 11b

11c 11d

11e
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chapter4 歯および歯周組織の問題症例に学ぶ

急速な歯の移動にともない
歯髄の失活が生じた

解説：小坂竜也

これは
困った!!

11

予防するためには……

今回のケースでは、拡大処置により十分な叢生改善余
地を獲得し、段階的なマルチブラケット装着により、歯の
急激な位置変化を避ける必要があった。歯の移動にとも
なう失活の可能性は、事前説明あるいは治療契約書等
に記載してあるが、実際の臨床において発症頻度が低い
ため、すべての患者に明示するべきなのかは疑問が残る
ところである。
矯正学的な歯の移動は歯髄の一過性の虚血反応と炎

症性応答をもたらす。通常の矯正力では歯髄壊死は生じ
ないとされ、本症例の歯髄失活の原因は不明である。外

● ケース情報
患者 12歳、男児
主訴 受け口、八重歯を改善したい。
診断および治療経過 骨格性の下顎前突傾向をと
もなう上顎歯列狭窄による叢生症例と診断。思春期
性成長前に前歯被蓋の改善を目指し、クワドヘリッ
クスによる歯列の前方側方拡大ならびに前歯部マル
チブラケット装置による配列を計画。
問題発生状況
拡大治療を開始し3ヵ月後、2112にマルチブ

ラケットを装着。その2ヵ月後、保護者より側切歯の

傷の既往があり、歯髄の狭窄を生じている場合や、根尖
の歯槽骨外への移動が生じると歯髄壊死のリスクが高く
なることが報告されており、さらにう蝕や修復処置の歯髄
への影響も合わせて注意が必要である。したがって、矯
正治療開始前の問診やエックス線写真による精査と注意
深い歯の移動計画が重要と言える。なお、矯正治療中お
よび直後の歯髄は電気刺激に対する閾値が上昇してお
り、歯髄診断にあたってはエックス線写真や他の所見を
合わせた総合的な評価が必要である。

case

変色が気になるとの指摘があり、かかりつけ歯科医
を受診。患者本人はとくに自覚症状を認めなかった
が、一般歯科医による診断の結果、抜髄処置が必要
となった。
● 問題発生後にとった対応
かかりつけ歯科医との連携を取り、保護者ならび

に患者本人には治療経緯を十分に説明し、理解を得
ることができた。下顎の思春期性の成長も認めたた
め、装置を撤去した。成長発育経過後、抜歯をともな
う矯正治療に切り替え、上顎前歯の唇側傾斜を避け
た。

法律家からのアドバイスをcheck! 76ページ
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chapter5 機能的問題症例に学ぶ

初診時、咬頭嵌合位での口腔内写真。犬歯
大臼歯関係はI級であり適正な被蓋を認め
る。

18a

診査時、中心位における口腔内写真。犬歯
大臼歯関係はII級と変化し、前歯部では開
咬を認める。

18e

治療終了時の口腔内写真。₄₄抜歯を行
い、緊密な咬合と咬頭嵌合位と中心位にお
ける咬合の一致を確認した。

18i

18b

18d

18f

18j

18l

18c

18k

18h

18g
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chapter5 機能的問題症例に学ぶ

予防するためには……

不正咬合の中には、咬頭嵌合位と中心位における咬
合が一致していないことがある。もし大きな不一致を見落
としてしまうと、矯正治療中や治療後に予定していなかっ
た咬合の前後的、あるいは左右への変化が露呈すること
になる。

よって診査時において咬頭嵌合位のみならず、中心位
における咬合位の確認をすることが重要である。もし一致
しない場合は早期接触部位と、咬頭嵌合位で咬合したと
きの偏位方向と偏位量を記録する。治療計画においては、
その変化を考慮し計画を立てる必要がある。

咬頭嵌合位と中心位に
大きな差があった

解説：根津 崇

これは
困った!!

18

● ケース情報
患者 37歳、女性
主訴 矯正治療を終了したがうまく噛めない。
診断および治療経過 他院にて非抜歯による矯正
治療を受けたが、咬合しにくい状態を自覚していた。
担当医に相談をしたが、問題ないと説明を受け治療
を終了した。装置を除去すれば安定すると思ってい
たが改善しないため、セカンドオピニオンとして来院
した。口腔内診査にて咬頭嵌合位を確認したところ
大臼歯関係はI級であり適正な前歯部被蓋であった。

case

問題発生状況
しかし咬頭嵌合位では顎の倦怠感が強く、咬合時
に力が入りにくいとの訴えがあったため、中心位を
確認したところ、咬合に大きな変化を認めた。大臼
歯関係はII級となり、前歯部では開咬を呈した。
● 問題発生後にとった対応
咬頭嵌合位と中心位における咬合に大きな差があ

る二態咬合を確認し、中心位において顎位と咬合の
偏位量を診査した。治療計画としては₄₄抜歯を行
い、前歯部開咬と臼歯咬合の安定化を図った。装置
除去前に咬頭嵌合位と中心位の咬合が一致したこと
を確認し治療が終了した。
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chapter8 マウスピース型矯正装置による治療症例に学ぶ

予防するためには……

トラブル後の望ましい対応

マウスピース型矯正装置による治療を希望する患者の
ほとんどは、目立たないという理由でこの治療法を選択し
ている。そのため、矯正装置の審美面に関する要求やク
レームは、マルチブラケット装置を選択している患者より
も多い。とくに前歯部へのアタッチメントの設置は気をつ
けなければならない。前歯の挺出や近遠心方向への傾斜

まずは気になる部分とその理由をしっかり確認する。ま
た、マウスピース型矯正装置を装着した状態が気になる
のか、外した状態でも気になるのかを確認する。今回のよ
うに装着した状態でのみ気になるという場合には使用時

移動を行う場合にはアタッチメントが必要になる場合も多
く、最初の治療計画では必要がなくても追加修正の際に
必要になることもある。そのため、前歯へのアタッチメント
を設置する可能性とその可否、装着した際の見た目のイ
メージ等を治療前のコンサルテーション時にしっかり確
認しておくのがよい。

間や交換スピードを調整することも可能であるが、外した
状態でも気になる場合や、日常生活でつねに気になる場
合は再度アタッチメントの設計をやり直したマウスピース
型矯正装置をオーダーする必要がある。

30c

2回目のアタッチメントを装着した状態。上顎前歯のアタッチメントと犬歯のクリアボタンの見た目が気になる。マウスピース型矯正装
置を外している状態であればこのままでも治療を継続可能であった。

30b
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chapter8 マウスピース型矯正装置による治療症例に学ぶ

前歯のアタッチメントが目立つと
言われた

解説：岩田直晃

これは
困った!!

30

● ケース情報
患者 30歳、女性
主訴 前歯の歯並びを改善したい。顎の曲がりと歯
の正中がずれている。
診断および治療経過 骨格性の顔面非対称をともな
う上下顎歯列の叢生と診断した。骨格性の非対称が
あるため、完全な正中の一致は困難であることの了
解を得たうえで、できるだけ一致させるためディス
キングを併用した非抜歯にて治療を行うことになっ
た。
仕事上、目立つ装置は使用したくないとの希望で

マウスピース型矯正装置（インビザライン®）を選択し
た。装置は1日20時間以上の使用を指示し、10日ご
とに患者自身で交換を行った。3ヵ月ごとの来院で
咬み合わせと装置の適合を確認した。

問題発生状況
治療開始から12ヵ月経過後、マウスピース型矯正

装置との不適合による歯の移動不足を改善するた
め、マウスピース型矯正装置の追加修正を行った。1
回目のマウスピース型矯正装置での移動とは異なる
移動のため、歯の表面に設置するアタッチメントは
一度すべて除去し、再度設計をやり直した。2回目の
マウスピース型矯正装置のセットを開始するにあた
り、あらためて設計し直したアタッチメントを装着
したところ、上顎中切歯部に装着したアタッチメント
と上顎犬歯部のクリアボタンが目立つので外してほ
しいと要望があった。
● 問題発生後にとった対応
マウスピース型矯正装置を装着した状態と外した

状態の両方を鏡で確認してもらい、気になる部分が
どこかを確認した。上顎中切歯部のアタッチメント
に関しては外している状態では気にならないが、装
着すると目立つのが気になるとのことであった。クリ
アボタンに関してはフルスマイル時以外ではそこま
で気にならないとのことであった。仕事上目立つの
が困るということなので、今回のマウスピース型矯
正装置は仕事中は外し、それ以外の時間に使用して
もらい、交換を2週間ごとにすることを提案した。

1回目のアタッチメントを装着した状態。このときは上顎前歯部のアタ
ッチメントの審美的な影響はなかった。30a

case

どんなトラブルが

現場で起きるのかを知るだけでも

予防線がはれます !
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chapter3 骨格的問題（思春期性成長等）症例に学ぶ

こんな対応に気をつけて!
法律家からのアドバイス[反対咬合を治療したが、成長とともに再発した]

[成長により顔面が非対称になってきた]

[口呼吸で上顎前突と開咬が増悪した]

筆者自身、矯正治療によって顔面

の非対称が生じたとの患者代理人弁

護士からの損害賠償請求に対応した

民法上、人の生命または身体の侵

害による損害賠償請求権は「債権者

が権利を行使することができることを

経験がある。振り返って検討すると、初診時のパノラマ

エックス線写真の時点で下顎枝の長さにわずかな左

知ったときから５年間行使しないとき」または「権利を行

使することができるときから20年間行使しないとき」に

は時効により消滅するものとされている（民法第166条

第1項、第167条）。したがって、本ケースでは、仮にトラ

ブルになり、12年前の診断の内容が争点になったとし

ても、時効が成立しているとの反論はできない可能性

がある。

右差があり、第二次性徴とともに骨格的な特徴が顕在

化していったようであった（本症例に類似のケースと思わ

れる）。トラブルが生じてしまった際には、あらためて、初

診時からの画像を比較検討することになる。画像検査

の記録の大切さを強調しておきたい。

診療録の保存期間は5年とされているため（歯科医

師法第23条第2項）、一度患者が来院したけれども、そ

の後治療開始に至らずに12年が経過すると、カルテが

廃棄されていることが考えられ、12年後にトラブルにな

ったときに、当時、どのような検査を行い、どのような診

断をしたのか、どのような説明をしたのかわからないと

いうことも起こりえる。保存期間経過後のカルテの廃棄

自体、責められるべきことではないが、身を守るために

手書きカルテなどもPDF化して保存しておくなどの対応

は有益であろう。
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case

に関して

07
case

に関して

08
case

に関して

末石倫大（弁護士）

chapter 3

不信感を抱かせてしまった場合に

は、第一期治療が無意味であったの

ではないかとの懸念を抱かせてしまう

可能性があり、当初の診断が誤りであったのではない

か、説明が不十分だったのではないかなどとの追求が

なされる可能性がある。そのため、どのような診断に基

づき、どのような説明を行ったのか、振り返ることができ

るような診療記録とすることが望ましいと言える。

多数の写真を
用いた

解説で、わか
りやすい !

これは
困った!!

す ての患者に明示する きなのかは疑問が残る
ある。
学的な歯の移動は歯髄の一過性の虚血反応と炎
答をもたらす。通常の矯正力では歯髄壊死は生じ
れ、本症例の歯髄失活の原因は不明である。外

深 歯の移動計画が重要と言える。な 、矯正治療中
よび直後の歯髄は電気刺激に対する閾値が上昇してお
り、歯髄診断にあたってはエックス線写真や他の所見を
合わせた総合的な評価が必要である。

法律家からのアドバイスをcheck! 76ページ
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理由でこの治療法を選択し
審美面に関する要求やク
置を選択している患者より
ッチメントの設置は気をつ
出や近遠心方向への傾斜

く、最初の治療計画では必要がなくても追加修正の際に
必要になることもある。そのため、前歯へのアタッチメント
を設置する可能性とその可否、装着した際の見た目のイ
メージ等を治療前のコンサルテーション時にしっかり確
認しておくのがよい。

経験が
エックス

08
case

歯科医療
従事者を

守る、

弁護士から
のアドバイ

ス

は必見 !

防げるはずのトラブルを招かないために、
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